
ソングリーダー︓石山敬会員

例会日︓毎週木曜日 12:30～13:30
例会場︓八坂神社 社務所

〒189-0013 東京都東村山市栄町3-25-1

週報作成︓クラブ管理委員長 大仁田 隆義 会長︓野澤秀夫
副会長︓北久保隆一
幹事︓平野裕明
副幹事︓大仁田隆義

事務所︓〒189-0013
URL︓https://hm-rc.org/
facebook︓https://www.facebook.com/HigashimurayamaRC/

h.murayama@eagle.ocn.ne.jp
東京都東村山市栄町3-5-1 ハイツむさしの101

TEL 042-393-7500 FAX 042-395-1166

司会︓神﨑会員 点鐘︓野澤会長 幹事報告︓平野幹事

合唱︓石山会員 出席報告︓土田会員

①
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⑤

■会員数︓28名

■免除者︓1名
■欠席︓2名

■出席者︓25名
■出席率︓92.59％

■3週間前出席率
 （修正後)︓88.46％
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点鐘︓野澤会長
合唱︓ソングリーダー︓石山会員
　日も風も星も
お客様紹介︓山本会員
会長挨拶・会務報告︓野澤会長
幹事報告︓平野幹事
出席報告︓土田会員
ニコニコボックス︓髙野会員
お客様挨拶
委員長報告
クラブ協議会
謝辞・閉会点鐘︓野澤会長

プログラム

Vol.55

今年度会長テーマ 時を守り、場を清め、礼を正す

東京東村山ロータリークラブ
国際ロータリー第2580地区

第2659回例会 2022.6.16



東京東村山ロータリークラブ

④会長挨拶・会務報告 野澤会長

山本会員

⑧お客様挨拶

③お客様紹介

⑤幹事報告 平野幹事

■誕生祝い月︓榎本会員

■東京西北RC 福田紘一様

入会予定者のご来訪もあり、大変嬉しい例会になり
ました。終わりよければ全て良し。北久保年度の
「60-50」キャンペーンの1番星になって頂けるこ
とを期待いたします。昨日の読売新聞に「すみませ
ん、多摩湖は東大和のものです」の記事掲載。ポス
ターを作成してキャンペーンするもの。東大和市の
面積の1/4を占めている多摩湖。多摩湖の99％は
東大和。市民でも多摩湖は東村山にあると思ってい
る人が多い。理由としては、民謡の東村山音頭が「
ひがしむらや～ま庭さきゃ多摩湖」で始まること。
正式名称が村山貯水池であること。多摩湖駅が東村
山市にあること等が掲載。マンホールにも取水塔が
東村山市内に点在。我が東京東村山RCのバナーは、
5年前までは、貯水池がデザインされていた。

・2022-23年度第5回地区インターアクト委員会
　7/26(火)15:00～＠ガバナー事務所
・第2回「坂本龍馬武州剣道大会」への後援依頼
　8/28(日)＠東村山市民スポーツセンター チラシ・
　ポスター等に後援団体として名義使用
・訃報︓東京福生RC乙部正幸会員(享年53歳)

・2022年規定審議会「クラブと地区に関する重要な
　変更」日本語版手続き要覧→10月以降
・迷惑メールの注意喚起
　実在するクラブ名、会員名で配信されている事に
　気を付けて安易に開けない事。
・【地区大会山崎直子氏動画】講演ビデオと質問
　回答について
・2022-23年度第5回地区インターアクト委員会
　7/26(火)15:00～＠ガバナー事務所
・第2回「坂本龍馬武州剣道大会」への後援依頼
　8/28(日)＠東村山市民スポーツセンター チラシ・
　ポスター等に後援団体として名義使用
[回覧]
　ハイライトよねやま

東村山生まれ、入学は化成小、開校した北山小に転校。
第4中学校。実家は東村山。渋谷区在住。本日はどん
な感じか訪問させて頂いた。様々な活動中。朗読劇の
会「ゼルゴバ」所属。6/25(土)秋津公民館で公演しま
すので、宜しければいらっしゃってください。空き家
活動のNPOでは、空き家をお持ちの方、探している方
をマッチングする活動もしています。
照明デザイナーグループ「フィラメント」代表
一般社団法人 照明デザイナー協会編集委員
国際照明デザイナーズ協会アソシエ―ター

■大仁田次年度幹事
次年度のクラブ概況掲載用の委員長方針受領のお礼

■入会予定者 菅原千稲様

■入会予定者 菅原千稲様

⑦ニコニコBOX 髙野会員

　　　　　　　　　◆福田紘一様(東京西北RC)︓本日
　　　　　　　　　　はお世話になります。
　　　　　　　　　◆野澤会長・平野幹事︓過ぎてみ
　　　　　　　　　　れば早いものです。今年度も
　　　　　　　　　　あと1回の例会を残すのみ。
　　　　　　　　　◆鈴木会員︓会長・幹事、あと
　　　　　　　　　　残りわずかですね。一年間本当
　　　　　　　　　　にお疲れ様でした。
◆山本会員・北久保会員︓菅原千稲さん、本日はよう
　こそお越しくださいました。
◆益田会員︓先週は入会式をありがとうございました。
　これからご指導をいただきながら活動を楽しく共に
　させていただければ幸甚です。

合計︓22,000円　累計︓1,253,489円

⑨委員長報告

⑩クラブ協議会

司会︓平野幹事
～1年を顧みて クラブ奉仕部門～

■小町職業奉仕委員長



東京東村山ロータリークラブ
⑪謝辞・閉会点鐘︓野澤会長

本年度、職業奉仕委員会として当初の活動方針、
事業計画を立ててきましたが、コロナ禍の中で、
55周年記念例会にかなり時間を費やし、ほとんど
実行できず申し訳ございませんでした。ただ、1月の
職業奉仕月間には、當麻地区職業奉仕委員長の紹介で、
東京浅草ＲＣの中川雅雄様に、「街のオキテ、浅草の
オキテ」職業奉仕が紡ぐ地域活性化について浅草商店
街の活性化と職業奉仕12章の卓話をお聞きしました。
また、2月には、「国際ロータリーは今」と題し、
新藤信之2750ＰＧに卓話にお越しいただきました。
職業奉仕は、会員各自の職業を通じて個人の奉仕
「I serve」であり、みんなで一緒にやろう「We 
serve」でないことは確かです。次年度鈴木職業奉仕
委員長が卓話、職場見学等を計画していますので期待
しています。次年度プログラム委員長としては、
全ての会員に3分間スピーチをお願いします。テーマ
は「変化の激しい社会の中で自身の職業を通してどの
ように対応していくか」または、「変化の激しい社会
を見てどのように対応していくか」でお願いします。

１，委員長自ら率先して地区青少年奉仕活動に参加
２，青少年奉仕活動の良い事例等をクラブの皆さんに
　　伝えていく
３，青少年活動の原点を常に考えていく
４，コロナ禍なので感染症対策をしっかりしてスムー
　　ズな活動に努めていく
となっておりましたが、1に関して上半期は活動なし、
下半期は青少年奉仕包括成果発表会にズーム参加。
RACの地区大会にユーチューブで参加。2に関しては、
7/8インターアクトクラブ提唱に関して日本体育大学
桜華高校に初訪問し小牧校長先生・池上教頭先生にお
会いしてスタートし、約10ヵ月後の5/21には中條会員
のご尽力のもとインターアクトクラブ結成認定状授与
式・発足式が行われました。
事業計画につきましては
1、ロータアクター、インターアクターの理解を深める
　　卓話の実施
2、地元青少年への奉仕活動の企画及び実施
3、RYLAロータリー青少年指導者養成プログラムへの
　　人材派遣
４，55周年記念事業、地区補助金プロジェクトへの
　　協力体制づくり
ですが、
1に関しては野崎プログラム委員長ご尽力のもと地区
ローターアクト副委員長の平井健太郎氏のIACに対し
ての卓話の開催、Zoomでしたが、地区拡大委員長
嶋村ガバナーエレクと並びに日体桜華の池上教頭先生
も参加されました。さらに9/2には潤徳女子高校の
IACを提唱している東京江北RCの畠山信弘氏のIACに
関してのZoom卓話も開催されました。また10/21は
日体桜華高校・小牧校長先生によるオープン例会での
卓話がありました。2に関しては鈴木社会奉仕委員長
がクリスマスケーキの支援や樺沢会員さんが消防少年
団への支援等で頑張っていただいております。今年度
は役立たずの青少年奉仕委員長でしたが次年度に引き
継いでいきたいと思います。３は本来、開催予定でし
たが今年度は中止。4に関しては小町実行委員長のもと、
2/24サンパルネにて55周年記念例会が大成功に終わり
ました。トレンドマイクロ大三川副社長の講和も素晴
らしく、鈴木会員のご尽力に感謝いたします。
【ゴルフ部長として】
①10/15多摩分区親睦ゴルフの幹事として11組44名
　参加、飯能グリーンCC
②11/19地区決勝大会団体優勝、個人準優勝、千葉C
　野田コース
③5/18東久留米RCとの親睦コンペ幹事として3組12
　人参加。
皆さんご協力ありがとうございました。

コロナ禍で、様々な社会活動が自粛される中で、
社会奉仕を実践していくことは、苦労を強いられま
した。厳しい状況下で、社会奉仕の委員が連携を図り
ながら実践できたことは、素晴らしかったのではない
かと評価し、この場をお借りして赤木副委員長、中條
委員に感謝いたします。具体的な活動としては、12
月、地区の承認を得ての「コロナ禍におけるひとり
親支援プロジェクト」事業は、東村山市社会福祉協議
会と連携して市内約70世帯にクリスマスケーキと生活
必需品を贈りました。この梱包作業を社協の職員と
行いました。多くの会員の皆様に梱包作業に参加して
頂きました。「中央福祉大会」の壇上で社協大原会長
から野澤会長がクラブを代表して感謝状を授与しま
した。また、何よりも嬉しいのは、「こんな大きな
クリスマスケーキは初めて食べた」などお母さんや
お子様からのお礼の手紙でした。小町委員長と連携
しながら実り多い事業が実行できたと思います。参加
頂いた会員の皆様誠にありがとうございました。
コロナ禍で献血数が激減しているということで、赤木
副委員長が赤十字と話を進め、東村山市とタイアップ
して献血ご協力者に花の苗木をプレゼントしました。
市の担当者からも高い評価を頂き、当日は、都内の
献血車の中で、最も多い献血者を記録しました。中條
委員をはじめクラブ会員一同の想いや活動がしっかり
と地域に伝えられた形になり、実り多い年度であった
と思います。当委員会の活動が公共イメージ向上の
一助なっていることを祈りつつ報告といたします。

6/4～6/8ヒューストン国際大会には、１万名、日本
人200名参加。当クラブからは、野村会員が参加。
赤木ロータリー財団委員長からの伝言「年間280ドル
達成。財団へのご協力を引き続きお願いします。」

改めて、会員の皆様に本年1/20開催時のご理解とご
協力のお礼を申し上げます。

■榎本国際奉仕委員長

■山本多摩分区IM実行委員会委員長

■石山青少年奉仕委員長

■鈴木社会奉仕委員長
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